
城南記念広場

職業棟

バス停

芝貼りグラウンド

中庭

既存大桜

計画建物

正門

既存体育館

既存樹（道路沿い）既存樹（道路沿い）

城南記念広場

既存大桜

中庭

イロハモミジ

タチバナ

ヤマブキ

ジンチョウゲ

柚子

オオシマザクラ

使用する樹木

梅モドキ

コブシ

ゴヨウマツ

ヤマハギ

コクチナシ

コムラサキ

白梅

2本

9本

1 1 0株

3 4株

1株

1本

2株

1 9本

3本

8 0株

2本

1 5 0株

5 9 4株

8 0株

1 5 0株

2 9 3株

1 5 0株

5 0 7株

1 5 0株

8 0株

6 8株

3 0 6株

2株

2 1 1株

1 , 2 1 7株

2 0株

1 5 0株

3株

3株

2本

6本

3 3 6株

2 8株

5 0 9株

3 2 5株

3 5 4株

キンモクセイ

ヒサカキ

クチナシ

茶

クチナシヴァルト

紅梅

44本  /  1 , 7 8 2株合計

ミヤコワスレ

タイム・ロンギカウリス

ラムズイヤー

ニオイギボウシ

キキョウ

カワラナデシコ

ワレモコウ

シラン

スピレア・マジックカーペット

2 , 2 2 7株合計 合計

ツワブキ

ラベンダー

ローズマリー・ブロストロータス

ベニバナシャリンバイ

レモングラス

1 , 9 0 4株

アベリア・サンライズ

ニオイヒバ・ゴールデングローブ

シャリンバイ

使用するその他の草花使用する宿根草

第八帖：春（大島桜） 第四帖 夏（桔梗）第四帖：夏（桔梗） 第八帖：秋（紅葉）第八帖 第六帖：冬（梅）

「ものがたりの香り」
エリア
（全域）

「やすらぎの香り」
エリア

「おもいでの香り」
エリア

芝貼りグラウンド
屋上緑化

「源氏物語」ゆかりの花々が香る宇治支援学校
　　　　　　　　　～喜びはともにあること～

白梅

紫蘭

五葉松

艶蕗

紅梅

榊

山吹

常夏

紅葉

梅

桔梗

菊

橘

山萩

大島桜

吾木香

- なでしこ -

- しらん -

- つわぶき -

- ききょう -

- われもこう -

- みやこわすれ -

「源氏物語」ゆかりの花々が香る宇治支援学校
　　　　　　　　　～喜びはともにあること～

企画テーマ

　計画地は、「宇治茶と源氏物語のまち」を標榜し、「源氏物語・宇治十帖」
の舞台でもある宇治市の住宅地に立地する宇治支援学校。
　宇治支援学校は、京都府が進める「府立学校再編整備計画」の一環として、
旧城南高校跡地を活用した南部支援学校再編整備プロジェクトの一つである。
　ノーマライゼーションの推進と地域貢献を掲げ、地域と共に歩む「喜びは
ともにあること」をテーマとした新しいタイプの支援学校を目指す。地域の
歴史と学校の歴史が交差する地で、旧来より愛されてきた桜の大木や並木を
生かしつつ、あらたに「源氏物語」ゆかりの花々や木々をちりばめ、新旧織
りなす香りに満たされた、まちのシンボルとして平成２３年４月に開校する。

キーワード

　①「やすらぎの香り」・・・児童生徒や訪れる人々にとっての憩いの場　

　②「ものがたりの香り」・・いにしえの歴史を感じる場

　③「おもいでの香り」・・・地域や学校の記憶を伝え語り合う場

　 ◆五感に働きかけるコンテンツ（ アピールポイント ）を、それぞれの場に
　　ちりばめることで、場面に応じた交流と感性の創造をとおし、「よろこび
　　 の共有」を実現

「やすらぎの香り」エリア　～屋上庭園・中庭・校庭～

  宇治支援学校では小学部、中学部、高等部の児童生徒が、自立と社会参加

を目指し、生活と結びついた学習に励みます。また京都府の特別支援教育の
拠点として「スーパーサポートセンター」を併設し、府内の多くの人がこの
施設を利用します。地域に根ざすよう旧城南高校の歴史を見守ってきた桜を
生かしながら、すべての人の感性にふれる花々や木々を植樹することにより、
児童生徒はもとより、訪れる人々が癒される空間づくりを行います。

「ものがたりの香り」エリア　～源氏物語ゆかりの花々～

　「源氏物語」では、多くの花々や木々が登場し、それぞれが四季を背景に、
物語の演出に大きな効果をもたらしています。その花々や木々を学校周辺に
植栽することにより、宇治にある特別支援学校として「ものがたりの香り」
ある学校とし、地域と喜びをともにすると同時に宇治市のまちづくりに貢献
します。

「おもいでの香り」エリア　～城南記念広場～

　創立６７年の歴史ある旧城南高校の記憶をこの敷地に留めるため、敷地の
一角に記念広場を整備し、記念樹や記念碑を移設すると同時に、保存された
桜並木を生かしながら、記憶ある花々や木々を植樹し、地域や学校の記憶を
伝え語り合う場とするとともに、支援学校の児童生徒をはじめ約 26,000 人を
超える同窓生や近隣住民の憩いの場として活用します。
　更に敷地周囲の歩道やバス停留所からも四季を通じて花々や木々が楽しめ
るよう、地域一体型の空間として整備します。

屋上緑化計画

主要花々の花暦

計画敷地

京 都 府 宇 治 市

敷地鳥瞰図

白梅

紫蘭

五葉松

艶蕗

紅梅

榊

山吹

常夏

紅葉

梅
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菊

橘
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-なでしこ -
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- われもこう -

- ききょう -

「第 31 帖　真木柱」

「第７帖　紅葉賀」「第 33 帖　藤裏葉」

「第 32 帖　梅枝」 「第 40 帖　御法」

「第４帖　夕顔」「第2帖　帚木」

「第８帖　花宴」

「第６帖　未摘花」

「第７帖　紅葉賀」

「第６帖　未摘花」

「第 11 帖　花散里」 「第 9帖　葵」「第 10 帖　賢木」 「第 18 帖　松風」

「第９帖　葵」
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源氏物語由来
主に使用する花木・樹木

◆みどりの香り　  （嗅覚覚）

 ◆花の彩り　　　  （視覚覚）

 ◆花々の揺らめき（聴覚覚）

 ◆木の葉の肌触り（触覚覚）

 ◆果実の味               （味覚覚）

児童生徒・地域の人々
が集い、感じ、新た
な交流と豊かな感性
の創造へ

アピールポイントト

緑化計画図

使用植物
月

常　夏

桔　梗

白　梅

紅　梅

菊

大島桜

紫　蘭

橘

吾木香

艶　蕗

山　吹

山　萩

コブシ

クチナシ

ジンチョウゲ

シャリンバイ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

申請団体 京都府教育委員会申請団体　　：京都府教育委員会

共同企画団体：株式会社山下設計関西支社

使用する花々や木々のリスト　
＊保存された大桜をシンボリックに四季折々の花々を植樹



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

使用植物 香る部位 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 数量 備考

ロウバイ類 花 5
3種（マンゲツ・
ナツ・ニオイ）

カラタネオガタマ 花 2

ビバーナム　メリーミルトン 花 8

フョッサギラ　マヨール 花 5 紅葉がきれい

ブットレア 花 9 白・紫・桃

セイヨウシャクナゲ 花 3

ジンチョウゲ（斑入り） 花 18

ヒメウツギ 花 5

ヒノキ　ゴールデンモップ 葉 26

ニオイヒバ　ラインゴールド 葉 14

バラ類 花 24 12種、四季咲き

ツルバラ類 花 4 ３種

クレマチス類 花 6 ４種

スイカズラ 花 4

サントリナ 葉 425

モクビャッコウ 葉 68

ラベンダー　グロッソ 葉 50

アガパンサス 16 白・紫

カモミール　ノンフラワー 葉 372

シロタエギク　シラス 葉 192

シュウメイギク 10

ラッセル・ルピナス 34 混色

アリウム・ギガンチウム 40
バラのコンパニ
オンプランツ

スイートアリッサム 花 376 白

ストック 花 120 白・紫・桃・黄

ニオイアラセイトウ 花 150

ヘリオトロープ 花 64

2050

企画名：草木が香る、ここちよさの街へ ～バス停を中心とする、新たなコミュニティゾーンの創造～ 
企画テーマ：①草木が香る、ここちよい出会いや送迎の場の提供 ②わが街を香りでつなぐ、公園通りの形成 

企画団体  ：財団法人 神奈川県公園協会 
共同企画団体：特定非営利活動法人ＧＩＰ 

野球場前現状写真 

■ 地域イメージの向上 
○昭和３０年代から団地開発が始まり、今では少子高齢化、新規住民

の増加、地域コミュニティに対する意識の多様化など、新たな課題

が生じています。 

○その中で、３ヶ所のバス停が立地する県立保土ヶ谷公園（以下、｢公

園｣）は各種スポーツ・文化施設に加え、都市に残された自然が満

喫できる、地域住民から愛される緑の拠点です。 

○3 か所のバス停とその間を結ぶ道路沿いを花と香りのコミュニティ

ーゾーンとして位置づけ、公園と一体となった新たな地域特性、地

域交流を創出することで、地域イメージの向上を図ります。 

 

■ 実効性の高い取り組み 
○植栽とその維持管理については、公園の指定管理者である（財）神

奈川県公園協会（以下「協会」）の植栽技術や植栽管理について専

門的な技術を有する職員が当たります。 

○実施に際しては、協会と特定非営利活動法人ＧＩＰ（県内の造園業

関連のメンバーが主体）が毎年共催する、みどりのまちづくりシン

ポジウム「グリーンエンジョイ」の一環として、市民参加による植

栽イベントを実施し、3 か所のバス停を繋ぐ道路沿いを花と香りを

周辺地域へ広げるシンボルロードとします。 

 
■ 植栽の考え方 
○花見台バス停周辺は既存の整形式西洋花壇を活用し、バラを中心と

して芳香性のつる植物を加え、香りだけではなくこれらの豊かな色

彩や質感を楽しめるよう、アーチや植物の高低差も活かした植栽を

工夫します。また、一時的な花の香りだけではなく、長く楽しめる

葉に香りのある植物も加えます。 

○保土ヶ谷球場前バス停周辺は、気軽に立ち寄れる香りの小路や左右

対称のクレマチスのゲートにより、お迎えの気持ちを表現します。

梅園側は、スロープの手すりを利用してネットを張り、漂ってくる

香りを楽しめるよう法下からスイカズラを立ち上げます。 

○明神台バス停周辺は、その行き来にゆっくり香りを楽しんでもらえ

るよう、真冬から初夏までの香りのリレーができる樹種を植栽しま

す。 

■香り及び開花時期 

 

花見台 
バス停 

野球場前 
バス停 

明神台 
バス停 

 

明神台団地

 

桜ヶ丘・住宅地 

 
 
 
 
 
 

 

JR 保土ヶ谷駅 

花と香りのプロムナード 

バス停を中心とした地域連携イメージ図

保土ヶ谷公園 

相鉄線 星川駅

相鉄線 和田町駅

初音ヶ丘 
・住宅地 

相鉄線 和田駅

 

野球場前バス停植栽配置

花見台バス停成木時の鳥瞰図 
～ここちよい出会いや送迎の場となるバス停の形成～ 

花見台バス停成木時スケッチ-2 花見台バス停成木時スケッチ-1 

花見台バス停現状写真

花見台バス停植栽配置図バラなどの植込み地 

大きな樹木に囲まれた
バス停 

明神台バス停植栽配置図
明神台バス停現状写真 

香りを演出する植込み地 

みどりに囲まれたバス停 

香りの小路となる植込み地 

香りの修景植込み地 

野球場前現状写真 
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